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銘水陸と銀ソ

ある晴れた春の休日､ぽかぽか陽気に誘われて,森

林浴を兼ねて筑波山周辺の林道を家族でドライブ.し

ばらく走っていると前方に車の列が…,“こんな山の

中に並んで,いったい何が…?野次馬根性がはた

らき,並んでいる人に聞いてみた.みんな水を求めて

並んでいるという.｢金余水｣と花商岩に泉の名前が刻

まれている.体に良さそうな響きである.そういえば

以前この辺りの,汲みにくる人が絶えないという有名

な水をテレビで見たような?とはいえ“並んでまで汲

みたくはないな"とその場を離れた.再び車を走らす

と,そこから少し離れた場所に今度は｢銀冷水｣とい

う名が刻まれた水が流れていた.そこには誰一人と

汲んでいる者はなく,そしてかなりの水量があった.

待つ必要がないので“一度飲んでみるか"と空になっ

たペットホトルに汲んで飲んでみた.なかなかに美

味1つくばに住み,霞ヶ浦からの水道水に馴れてしま

ったが,やはり天然の涌き水はおいしかった.でもそ

の時はこの後何回もこの場所に来るとは考えもしなか

った.

次の日曜日に,どうしてもあの時の｢金余水｣を飲ん

でみたくなり,20リットル入りタンクを2つも抱えて,ま

た来てしまった.しかし,車がまた5台も並んでいた.

並んでる人に聞いてみると,“土日はいつもこんな状態

で車の列が続いている",そしてその原因は,“20リッ

トルタンク満タンになるのに30分もかかってしまう"と

いう水量の少なさにあった.そのため｢車1台につき1

回40リットルまで,それ以上汲みたい場合は最後尾に

並び直すこと｣と,ルｰルまで書いてあった.これを

見てしかたなく金余水をあきらめ,この時も銀冷水の

方へと….この時の銀冷水には,車にたくさんのタ

ンクを積んで水を汲みにきた夫婦がいた.話をきくと,

以前は並んで金余水を汲んでいたが､この銀冷水も

あまり変わらないことが分かり,並はずに汲めて水量

制限がないこちらをもっぱら汲んでいるとのことだっ

た.こちらの水でもあまり変わらないのだと安心をし

て水を汲みタンクを職場と自宅に持ち帰った.

家では試しに米を炊いてみる.と,今までにない

色艶をした実においしいご飯が炊けたのである.こ

れには家内も大喜びで,一気に銀冷水ファンになって

しまった.職場では早速,この話をしながら銀冷水で

入れたコｰヒｰでお茶の時間を楽しんだ.みんな揃

っておいしいとかなり好評だった.花商岩から湧き出

る水はとてもおいしいのだと地質の専門家から教え

られますます虜になった.

何週間かその泉に足を運んだがいずれも同じ状況

で,いつも金余水を汲むために並んでいる車を横目

に,銀冷水をくみ続けた.しかしある日ついに金余水

を汲むことできた!その日は大雨の後の晴れた土曜

日であった.例の金余水に近づくとそこにはあれほど

いた車の列がまったくないのだ.登って来る途中の

林道ですれ違う車は3台ほどあったが,いざ来てみる

と車はなかった.やっと汲めると今まで見たことがな

かった泉の湧き出し口を見るとその原因が分かった.

聞いていた水量よりもかなり多かったのである.つま

り前日の大雨の影響で水量が増し,あっという間にタ

ンクが満タンになるので待つ必要がなかった々けだ.

念願口十ってやっと汲めた水を持ち帰り,月曜日の職

場で喜々としてコｰヒｰブレイク!…銀冷水に慣れ

てしまったのか今回はあまり感動の声は聞けなかっ

た….(谷田部信郎)
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